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研究成果の概要： 

看護における「癒し」の概念／研究のレビューと、臨床の場における触れる技、代替療法の利

用に関する看護師及びアロマセラピストへの面接調査を通じて、癒しの看護技術の現状を明らか

にした。それをふまえて癒しの看護技術としてのハンドマッサージを開発し、健常者とがん患者

に対する実験研究を通じて安全性と有効性を確認した。また臨床適用の可能性を確認するため看

護職を対象としたセミナーを実施し、適切な評価を得た。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 1,800,000 0 1,800,000 

２００６年度 6,900,000 0 6,900,000 

２００７年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２００８年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

  年度    

総 計 11,800,000 930,000 12,730,000 

 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：看護学・基礎看護学 

キーワード：看護技術、補完・代替医療、ハンドマッサージ、リラクセーション、安楽 

 
１．研究開始当初の背景 

国内外で実施されている補完・代替療法に

関する研究は、疾患への治療効果を確かめる

ものと患者の安寧や QOL への効果を確かめる

ものに大きく分けられる。本研究はその目的

において後者に位置づく。この分野の研究に

はこれまでマッサージががん患者の疲労感、

QOL、安寧などに及ぼす効果を評価したものが

あったが、全人的な看護技術として開発し、

適切な手順に従ってその安全性及び有効性を

評価しているものは少なかった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は癒しのプロセスを促進する

ホリスティックな看護技術を開発研究するこ

とにある。この目的のもと、本研究では以下

の課題に取り組んだ。 

(1) 看護における癒しの概念と研究の現状と
成果を明らかにすること 

(2) 看護の場における安楽の技、代替補完療
法の利用の実態を明らかにすること 

(3) 癒しの看護技術としてのハンドマッサー
ジを開発し、評価するシステムを構築す
ること 
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(4) 癒しの看護技術としてのハンドマッサー
ジが健常者に及ぼす効果と安全性を明ら
かにすること 

(5) 癒しの看護技術としてのハンドマッサー
ジががん患者に及ぼす効果と安全性を明
らかにすること 

(6) 癒しの看護技術としてのハンドマッサー
ジの普及プログラムを評価すること 

 
３．研究の方法 
（以下、各項目は上の研究課題に対応） 
(1)看護における癒しの概念と研究に関する
文献検討 
癒しの概念に関しては、国内外の看護の理

論的文献、安楽・リラクセーションの概念に
関する文献を対象とし、現代の癒しの概念の
思想的基盤を明らかにすべく、ヒストリカル
レビューを行った。癒しに関する研究の現状
と成果を把握するため、医中誌ならびに
CINAHLにより関連文献を抽出、GRADEシステ
ムを参考にした質の評価のもとに、研究のデ
ザイン、対象、方法、評価の指標、成果の現
状を分析評価した。 
 
(2)臨床の場における癒しの看護技術と補完
代替療法の利用に関する実態調査 
研究期間は 2005 年 8 月～2006 年 5 月。対

象者は一般病棟、緩和ケア、小児、助産、在
宅の場で癒しの技を実践し、補完代替療法を
利用する看護職 13 名と補完代替療法のセラ
ピスト 5 名である。データは半構成的インタ
ビューにより収集し、触れる技をめぐる看護
師の経験、臨床における触れる技の位置づけ、
看護における触れる技の特徴について、質的
記述的に分析した。 
 

(3) 癒しの看護技術としてのハンドマッサ
ージの開発と評価システムの構築 
開発期間は 2005 年 7 月～2006 年 7 月。メ

ディカル・マッサージの専門家による講習会
を計 4回開催して、ハンドおよびフットマッ
サージの内容と方法を検討した。さらにハン
ドおよびフットマッサージの効果を評価す
るシステムの構築に向けて 2度のプレテスト
を実施した。対象者はそれぞれ 20 名、28 名
であり、評価するための指標として、血圧、
脈拍、唾液アミラーゼ、血流、皮膚温、POMS
等の信頼性や妥当性を検討した。 
 
(4)癒しの看護技術としてのハンドマッサー
ジの健常者への効果に関する研究 
研究期間は 2007年 7月～8月。対象者は研

究に同意の得られた健康な女性 18名である。
実験群、比較群各 9 名とし、両群に暗算によ
るストレス負荷を実施したのち、実験群には
オイルを用いた片側 7分のハンドマッサージ
を、比較群は 7分間施術者が側に座るという

介入を実施した。効果を測定するために、マ
ッサージを実施しない対側の手の脈波、皮膚
温、血流、さらに心電図、呼吸数を持続的に
測定、適宜、唾液アミラーゼ値を測定、また
実験の前後で POMS、タッチ尺度への記入を依
頼した。データは SPSS15.0J for Windowsを
用い、交互作用を分析、その有無に応じた事
後分析を実施した。 
 
(5) 癒しの看護技術としてのハンドマッサ
ージのがん患者への効果に関する研究 
研究期間は 2008年 7月～8月。対象者は研

究に同意の得られた外来通院中のがん患者 5
名である。5 分間の安静の後、オイルを用い
た片側 7分間のハンドマッサージの介入を実
施した。効果を測定するために、マッサージ
を実施しない対側の手の脈波、皮膚温、血流、
心電図を持続的に測定、また実験の前後で
POMS、タッチ尺度への記入を依頼し、実験後
に イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 デ ー タ は
SPSS15.0J for Windowsを用い分析した。 
 

(6)癒しの看護技術に関する普及プログラム
の評価 
研究期間は 2007年 10 月。癒しの看護技術

の研究の現況、癒しの看護技術としてのハン
ドマッサージ、アロマ・ハンドマッサージの
実施と評価の測定からなる普及プログラム
を作成し、関連学会の交流学会で実施、参加
者に研究の手指を説明したうえでアンケー
ト記入への協力を依頼した。 
 
４．研究成果 
（以下、各項目は上の研究課題に対応） 
 (1)看護における癒しの概念と研究に関す
る文献検討 
看護における癒しの概念はかつてサイエ

ンスを標榜していた時代の影響により表現
は限定されているが、癒しと看護の間には焦
点をあてる現象や視座に多くの共通点があ
ること、現代では「癒し」や「安楽」の概念
はよりホリスティックな観点から構造化か
つ精緻化され、その概念のもとに祈りやセラ
ピューティックタッチなど様々な補完代替
医療の実践を取りこみつつあることが明ら
かになった。研究に関してはそれぞれに状況、
母集団、介入、コントロール群、評価の指標
やタイミングが異なるため統括することが
難しいが、看護におけるタッチやマッサージ
が、ストレスや苦痛のある状況、慢性的な状
況において、リラクセーション、ストレス緩
和、症状軽減等の効果をもたらすことが明ら
かになるとともに、今後この分野における研
究の課題が明らかにされた。 

 
(2)臨床の場における癒しの看護技術と補完
代替療法の利用に関する実態調査 



 

 

看護師のインタビューから、臨床において
触れるケアはそれぞれの状況において即応
的に、直観的に行われ、看護師とそれを受け
る人々の双方に深い感覚的・情緒的交流をも
たらしていること、その背景には相手の状況
に呼応する看護師の身体の働きがあること、
しかし臨床では触れるケアはその他のケア
に比べて優先順位が低く、スタッフ間で共有
されることも少ない現状があることが明ら
かにされた。またアロマセラピストとの比較
からは、看護における触れるケアの特徴はそ
の目的の多義性、状況への即応性、身体を通
じての交流の可能性を探究することにある
と考えられた。看護における触れるケアの行
方は看護師たちが自らの経験を通じてその
意義や価値を認められるかにかかっている
と考えられ、触れるケアを日常の看護実践の
中で共有され、伝えられ、実践されるものに
していく必要性が示唆された。 
 

(3) 癒しの看護技術としてのハンドマッサ
ージの開発と評価システムの構築 
癒しの看護技術は実践で応用することを

鑑み、忙しい臨床でもすぐに適用できる片手
7 分のハンドマッサージのプロトコールを作
成した。技術開発ではリラクセーションの効
果だけでなく、それを通じて気分が落ち着き、
相互に交流が図られ、孤独感が和らぐなどホ
リスティックな効果をもたらすことをめざ
した。また病者が対象であることを想定し、
強すぎない圧で行うこと、手に傷や異常があ
るときには行わないことなど適用に関する
条件を検討した。 
開発した技術を評価するためのシステム

を構築するために、2 度のプレテストを実施
した。そこでは血圧、脈拍、唾液アミラーゼ
の値に有意差は見られなかったものの、POMS
やアンケートからはハンドマッサージが緊
張緩和やリラックス、安心感などの効果をも
つことが示唆された。評価システムのうち、
生理学的な側面への効果についてはこれら
の変化を敏感に反映する指標を用いて測定
することが必要との示唆が得られた。 
  
(4) 癒しの看護技術としてのハンドマッサ
ージの健常者への効果に関する研究 

健常者に対してハンドマッサージを実施

した場合としなかった場合を比較したとこ

ろ、リラックスの指標である心拍数の低下に

交互作用(p=.041)が見られ、事後分析で多重

比較(シェッフェ)を実施した結果、両群の介

入後半(p=.008)、介入後5分(p=.040)、介入

後10分(p=.018)に有意差が確認された。また

交感神経活動の低下を指尖部の皮膚血流で

は、交互作用が見られなかったが、被験者間

効果の判定において有意差(p=.034)が見ら

れ、クラスカルウォリスの検定により両群の

介入前半(p=.045)と後半(p=.027)に有意差

が確認された。LF/HF、HF、皮膚温、呼吸数

には有意差は見られなかった。なお実施中の

気分不良なども見られなかった。POMSに関し

ては両群ともに介入前後で「緊張-不安」「怒

り-敵意」「疲労」の有意な低下が見られ、実

験群のみ前後で「活気」の有意な低下が見ら

れた。しかし両群に交互作用は見られず、マ

ッサージによる効果を特定することはでき

なかった。タッチ尺度に関しては実験群が対

照群に比べてタッチを好ましく感じている

ことが明らかになった。 

 
(5) 癒しの看護技術としてのハンドマッサ
ージのがん患者への効果に関する研究 

がん患者 5例に対してハンドマッサージを

実施したところ、リラックスの指標である心

拍数の減少が全事例で認められ、HFの上昇が

4 事例で認められた。交感神経活動の低下を

示す指尖部の皮膚温度および皮膚血流量の

上昇もそれぞれ 4事例、3事例で認められた。

しかし LF/HF の上昇も 3 事例で認められた。

心理的反応の分析やインタビューデータか

らは、ハンドマッサージの気分改善やリラッ

クスを示唆する反応が得られたが、その反応

には個人差があり、ハンドマッサージの時間

が短い、力が弱い、両手にもやってほしいな

ど物足りないという感想もあった。実施中の

気分不良は見られなかった。 

 

 (6) 癒しの看護技術に関する普及プログラ
ムの評価研究 

当日会場は開始前から満席であり、看護職

の関心の高さが感じられた。ハンドマッサー

ジの手技に関して「優しさや温かさを交流し

あえた」「大切にされていると感じることが

できた」「もっと勉強したい」「臨床や教育で

活用してみたい」などの意見が得られるとと

もに、臨床での適用やそれを支える体制づく

りなどの課題も明らかにされた。 
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